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(百万円未満切り捨て)

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 78,197 21.3 3,061 － 3,138 － 2,181 －

2021年３月期第３四半期 64,493 △26.7 △121 － △384 － △888 －
(注) 包括利益 2022年３月期第３四半期 3,383百万円( －％) 2021年３月期第３四半期 275百万円( △90.2％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 90.33 －

2021年３月期第３四半期 △36.81 －
　　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 155,758 80,687 51.8

2021年３月期 134,296 82,152 61.2
(参考) 自己資本 2022年３月期第３四半期 80,687百万円 2021年３月期 82,152百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 37.50 － 37.50 199.30

2022年３月期 － 37.50 －

2022年３月期(予想) 37.50 75.00
(注) １．直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

２．2020年６月１日に公表いたしました「剰余金の配当（特別配当）に関する決定事項のお知らせ」のとおり、
2020年６月30日を基準日として総額2,999百万円（１株当たり124円30銭）の特別配当を実施しており、2021年
３月期の合計には特別配当124円30銭を含んでおります。

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 113,000 22.0 4,300 － 3,800 335.3 2,800 － 115.92
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） － 、 除外 －社（社名） －
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期３Ｑ 29,977,106株 2021年３月期 29,977,106株

② 期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 5,822,665株 2021年３月期 5,831,373株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 24,150,933株 2021年３月期３Ｑ 24,140,501株

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において当社が入手してい

る情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものでは
ありません。また、実際の業績等は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。なお、業績
予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料3ページ「１．当四
半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

① 2022年３月期 第３四半期連結累計期間の概況

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、米国など先進国を中心に回復基調で推移したものの、新型コ

ロナウイルス感染再拡大、需要の急増を背景としたサプライチェーンの混乱、中国の回復停滞が見られるなど、

第３四半期連結累計期間後半では回復ペースが鈍化しました。わが国経済は輸出や生産に持ち直しの動きが続い

ていましたが、中国の回復停滞や自動車の減産などにより、第３四半期連結累計期間後半では足踏みが見られま

した。

当社グループを取り巻く経済環境は、地域や業種により景況感に差異はあるものの、国内、北米、中国などを

中心に設備投資需要の回復が進んでいます。また、世界的に脱炭素化などの社会課題解決に向けた動きが加速し

ていることを背景として、EV、再生可能エネルギー、労働生産性向上などに関連した需要の拡大が見られます。

このような経済環境のもとで、当社グループは中期経営計画である「経営改革プラン」に基づき、高収益企業

への変革に向けて、組織再編を中核とした経営改革、成長分野に対応した投資の推進、資本効率(ROE)の向上を目

指した財務戦略の実行に取り組むとともに、社会課題を解決する高付加価値商品の創出と高効率な生産の実現に

向けたDX（デジタルトランスフォーメーション）を推進しています。また、脱炭素化や環境関連ニーズの高まり

に対し、EVや再生可能エネルギー向けの製品や環境調和型製品などの開発・生産・販売への対応強化を進めまし

た。

当第３四半期連結累計期間の受注高は1,203億1千5百万円(前年同期比85.8％増)、売上高は781億9千7百万円(前

年同期比21.3％増)となりました。損益については、営業利益は30億6千1百万円(前年同期は営業損失1億2千1百万

円)、経常利益は31億3千8百万円(前年同期は経常損失3億8千4百万円)、親会社株主に帰属する四半期純利益は21

億8千1百万円(前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失8億8千8百万円)となりました。

なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間

の期首から適用しています。詳細については、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸

表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご参照ください。

② セグメント別の概況

成形機事業［射出成形機、ダイカストマシン、押出成形機など］

射出成形機においては、販売はインド、東南アジア、中国などで増加しました。受注は国内、北米、インド、

東南アジアなどで増加しました。

ダイカストマシンにおいては、販売は中国などで自動車向けが増加しました。受注は国内、中国、東南アジア

などで自動車向けを中心とした設備投資需要が回復したことにより、増加しました。

押出成形機においては、EV関連の設備投資需要の拡大に伴い、中国のリチウムイオン電池向けセパレータフィ

ルム製造装置の販売および受注が大幅に増加しました。

この結果、成形機事業全体の受注高は895億4千9百万円(前年同期比87.3％増)、売上高は555億7百万円(前年同

期比24.6％増)、営業利益は27億5千9百万円(前年同期比206.1％増)となりました。

工作機械事業［工作機械(大型機、門形機、横中ぐり盤、立旋盤など)、超精密加工機など］

工作機械においては、販売は中国の産業機械向けおよび風力発電向けが増加したものの、国内の産業機械向け

が減少しました。受注は国内、北米、中国の産業機械向けおよび風力発電などエネルギー関連向けが増加しまし

た。

超精密加工機においては、販売は中国、台湾の光学系金型向けが大幅に増加しました。受注は国内、中国の光

学系金型向けなどで大幅に増加しました。

この結果、工作機械事業全体の受注高は226億6百万円(前年同期比89.0％増)、売上高は163億8千1百万円(前年

同期比13.9％増)、営業損失は2千7百万円(前年同期は営業損失10億1千万円)となりました。

制御機械事業［産業用ロボット、電子制御装置など］

制御機械においては、販売および受注は国内の半導体製造装置向けなどで電子制御装置が増加しました。

この結果、制御機械事業全体の受注高は74億1百万円(前年同期比86.4％増)、売上高は55億8千8百万円(前年同
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期比32.1％増)、営業利益は2億2千2百万円(前年同期は営業損失1億2千1百万円)となりました。

その他の事業

その他の事業全体の受注高は7億5千7百万円(前年同期比24.9％減)、売上高は7億1千9百万円(前年同期比45.1％

減)、営業利益は7千8百万円(前年同期比23.2%増)となりました。

（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

当第３四半期連結会計期間末の資産は、前連結会計年度末に比べ214億6千2百万円増加し、1,557億5千8百万円

となりました。増加の主な内訳は、商品及び製品が154億3千2百万円、仕掛品が48億5千9百万円増加したこと等に

よります。

負債は、前連結会計年度末に比べ229億2千7百万円増加し、750億7千1百万円となりました。増加の主な内訳は、

支払手形及び買掛金が57億2千6百万円、契約負債が171億3千6百万円増加したこと等によります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ14億6千5百万円減少し、806億8千7百万円となりました。減少の主な内訳

は、その他有価証券評価差額金が5億2千7百万円、為替換算調整勘定が5億6千2百万円増加したものの、利益剰余

金が26億9千2百万円減少したこと等によります。

この結果、当第３四半期連結会計期間末の自己資本比率は51.8%となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の業績につきましては、2021年11月９日に公表いたしました業績予想を変更しておりません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 42,417 47,328

受取手形及び売掛金 27,682 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 21,489

商品及び製品 6,736 22,169

仕掛品 22,327 27,187

原材料及び貯蔵品 64 67

その他 3,560 5,726

貸倒引当金 △37 △36

流動資産合計 102,752 123,933

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 39,252 36,709

減価償却累計額及び減損損失累計額 △29,348 △27,236

建物及び構築物（純額） 9,903 9,473

機械装置及び運搬具 24,421 23,518

減価償却累計額及び減損損失累計額 △21,703 △20,524

機械装置及び運搬具（純額） 2,718 2,993

土地 7,098 7,075

リース資産 264 375

減価償却累計額及び減損損失累計額 △153 △204

リース資産（純額） 111 170

建設仮勘定 474 80

その他 7,238 7,022

減価償却累計額及び減損損失累計額 △6,786 △6,538

その他（純額） 452 484

有形固定資産合計 20,758 20,277

無形固定資産

その他 571 788

無形固定資産合計 571 788

投資その他の資産

投資有価証券 8,341 8,815

長期貸付金 6 5

繰延税金資産 409 547

その他 2,765 2,688

貸倒引当金 △1,310 △1,298

投資その他の資産合計 10,213 10,758

固定資産合計 31,543 31,824

資産合計 134,296 155,758
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 17,613 23,339

短期借入金 10,590 10,590

未払法人税等 74 332

未払費用 2,341 2,365

賞与引当金 1,096 944

製品保証引当金 591 607

前受金 5,345 －

契約負債 － 22,481

その他 1,316 1,435

流動負債合計 38,969 62,096

固定負債

長期借入金 3,800 3,300

長期未払金 5 5

繰延税金負債 570 842

役員退職慰労引当金 58 60

退職給付に係る負債 8,518 8,490

資産除去債務 105 140

その他 115 134

固定負債合計 13,174 12,975

負債合計 52,144 75,071

純資産の部

株主資本

資本金 12,484 12,484

資本剰余金 11,538 11,538

利益剰余金 69,522 66,830

自己株式 △16,346 △16,322

株主資本合計 77,198 74,531

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,749 4,276

為替換算調整勘定 1,737 2,299

退職給付に係る調整累計額 △533 △420

その他の包括利益累計額合計 4,953 6,156

純資産合計 82,152 80,687

負債純資産合計 134,296 155,758
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 64,493 78,197

売上原価 47,097 54,836

売上総利益 17,395 23,361

販売費及び一般管理費 17,516 20,300

営業利益又は営業損失（△） △121 3,061

営業外収益

受取利息 41 60

受取配当金 200 216

受取賃貸料 34 49

為替差益 － 89

雇用調整助成金 491 290

その他 209 192

営業外収益合計 977 899

営業外費用

支払利息 68 84

商標使用料 0 －

業務委託費用 624 91

為替差損 136 －

その他 410 645

営業外費用合計 1,240 822

経常利益又は経常損失（△） △384 3,138

特別利益

固定資産売却益 10 14

特別利益合計 10 14

特別損失

固定資産処分損 63 115

関係会社株式評価損 － 278

特別退職金 264 －

特別損失合計 328 394

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△701 2,758

法人税、住民税及び事業税 378 636

法人税等調整額 △191 △59

法人税等合計 186 577

四半期純利益又は四半期純損失（△） △888 2,181

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△888 2,181
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △888 2,181

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,002 527

繰延ヘッジ損益 △0 －

為替換算調整勘定 11 562

退職給付に係る調整額 150 113

その他の包括利益合計 1,163 1,202

四半期包括利益 275 3,383

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 275 3,383

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、以下の変更

を行いました。

製品の販売

主に成形機事業および工作機械事業における製品の販売に係る収益について、従来は、顧客へ製品を引き渡した

時点で収益を認識しておりましたが、製品に対する支配が顧客に移転したとき、すなわち、製品を顧客の指定した

場所へ配送し、引渡し、検収を受けた時点で、顧客に製品の法的所有権、物理的占有、製品の所有に伴う重大なリ

スク及び経済価値が移転し、顧客から支払いを受ける権利を得るため、その時点で収益を認識する方法に変更して

おります。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

ただし、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取

扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。この結

果、当第３四半期連結累計期間の売上高は908百万円増加し、売上原価は1,017百万円増加し、販売費及び一般管理

費は322百万円減少し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ213百万円増加しておりま

す。また、利益剰余金の当期首残高は3,059百万円減少しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示し、

「流動負債」に表示していた「前受金」は、第１四半期連結会計期間より「契約負債」に含めて表示することとし

ました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表

示方法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影

響はありません。

（追加情報）

(連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱いの適用)

当社及び国内連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」(令和２年法律第８号)において創設されたグ

ループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた項目について

は、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」(実務対応報告第39

号 2020年３月31日)第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第

28号 2018年２月16日)第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額について、改正前の税法の

規定に基づいております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日　至 2020年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３成形機 工作機械 制御機械 計

売上高

外部顧客への売上高 44,565 14,385 4,230 63,181 1,311 64,493 － 64,493

セグメント間の
内部売上高又は振替高

－ 19 1,160 1,180 313 1,493 (1,493) －

計 44,565 14,404 5,390 64,361 1,625 65,986 (1,493) 64,493

セグメント利益又は
損失(△)

901 △1,010 △121 △230 63 △166 45 △121

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、材料加工、環境測定等の事業を

含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日　至 2021年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３成形機 工作機械 制御機械 計

売上高

外部顧客への売上高 55,507 16,381 5,588 77,478 719 78,197 － 78,197

セグメント間の
内部売上高又は振替高

－ 47 1,136 1,184 288 1,473 (1,473) －

計 55,507 16,429 6,725 78,662 1,008 79,671 (1,473) 78,197

セグメント利益又は
損失(△)

2,759 △27 222 2,953 78 3,032 29 3,061

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、材料加工、環境測定等の事業を

含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に

関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の「成形機」の売上高は186百万円増加、セグ

メント利益は81百万円減少し、「工作機械」の売上高は703百万円増加、セグメント損失は280百万円減少し、「制

御機械」の売上高は18百万円増加、セグメント利益は14百万円増加しております。
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３．その他

（１）セグメント別受注高・売上高・受注残高

① 受注高

(単位：百万円)

セグメントの名称

前第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

増減

金額 金額 金額 比(％)

成形機 47,821 89,549 41,728 87.3

工作機械 11,958 22,606 10,648 89.0

制御機械 3,970 7,401 3,431 86.4

報告セグメント計 63,751 119,557 55,806 87.5

その他 1,009 757 △252 △24.9

合計 64,760 120,315 55,555 85.8

② 売上高

(単位：百万円)

セグメントの名称

前第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

増減

金額 金額 金額 比(％)

成形機 44,565 55,507 10,942 24.6

工作機械 14,385 16,381 1,996 13.9

制御機械 4,230 5,588 1,358 32.1

報告セグメント計 63,181 77,478 14,297 22.6

その他 1,311 719 △592 △45.1

合計 64,493 78,197 13,704 21.3

③ 受注残高

(単位：百万円)

セグメントの名称

前第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

増減

金額 金額 金額 比(％)

成形機 52,412 96,801 44,389 84.7

工作機械 14,950 24,406 9,456 63.2

制御機械 2,354 4,858 2,504 106.4

報告セグメント計 69,717 126,066 56,349 80.8

その他 310 341 31 9.9

合計 70,028 126,407 56,379 80.5

(注) １．上記金額に消費税等は、含まれておりません。

２．セグメント間取引については、相殺消去しております。

　


